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研究成果の概要（和文）：人に優しいマンマシンインターフェースの実現には，人間からの要求を正しく理解する技術
が必要であるが，曖昧な表現から意図を理解するには，表層の単語が持つ意味とは異なる解釈が必要となるため，感性
や印象などの感覚を知識化する必要がある．本研究では，語彙から受ける印象を知識ベースとして構築する技術を確立
し，意図理解への応用に向けた印象知識の有用性を評価した．

研究成果の概要（英文）：The technology that correctly understands the demand of person is necessary for 
the achievement of a gentle man-machine interface to human. An interpretation different from the meaning 
of the word on the surface is needed to understand the intention from a vague expression. Therefore, the 
sensibility, the impression and so on should be built as knowledge. This research established the 
technology that constructed the impression felt from the word as a knowledge base. The utility of the 
impression knowledge for the application to the intention understanding was evaluated.

研究分野： 総合領域
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
人に優しいマンマシンインターフェース

の実現には，人間からの要求を正しく理解す
る技術が必要不可欠である．自然言語処理分
野においては，概念ベースやオントロジーな
どの知識構築によって，語の持つ本来の意味
概念を蓄積することで意味理解を行う．例え
ば“コウノトリが運ぶ”の理解処理では，意
味概念の取得によって＜鳥＞＋「運ぶ」とな
るが，この場合は｛幸せ｝＋「運ぶ」が正し
い理解だと考えられる．このような曖昧な表
現から意味や意図を理解するには，表層の単
語が持つ意味とは異なる解釈が必要となり，
そのためには感性や印象などの感覚を知識
化する必要がある． 
 
２．研究の目的 
(1) 語彙と複数の印象情報，その関係を紐付
けし，相互に検索可能な辞書構造を考案する． 
(2) 語彙から受ける印象情報を収集し，Web
コーパスから印象情報を自動獲得するため
のテキストの傾向を調査する． 
(3) Web テキストコーパスからの印象情報獲
得法を提案し，印象知識ベースを構築する． 
(4) 曖昧な表現における意図理解へ応用す
るため，印象知識の有用性を実験により確認
する． 
 
３．研究の方法 
(1) 語彙と複数の印象情報を紐付ける辞書
構造の考案と開発 
語彙と印象を全て索引語として辞書に保

存するために，一般的な索引語の格納形式で
あるトライ構造と，その効率的なデータ構造
であるダブル配列の研究成果を利用する．索
引語同士を紐付ける手法は，共起情報を効率
よく格納する辞書構造の研究成果を発展さ
せる．この研究成果の辞書は，共起する二つ
の索引語に関係する情報を，付属情報として
保存できる構造であり，付属情報の記憶領域
を拡張することで，本研究における印象知識
（複数の索引語に関係する情報や，一つの関
係間にある複数の付属情報）の保存が可能と
なる．しかし，紐付けられた語彙（索引語）
群の相互検索には非効率である（ほぼ線形の
探索になる）ので，この問題を解決する辞書
構造を考案し，辞書エンジンのプロトタイプ
を開発する． 
 

(2) 語彙から受ける印象情報収集とWebテキ
ストにおける傾向の調査 
まずは人手による印象情報の収集を実施

する．収集は，作業者が自由に選択した名詞
に対して，その名詞から受ける印象や，連想
する表現を書き出すことにより行う．例えば
「マーチ」であれば｛車｝｛行進曲｝｛３月｝
｛コアラ｝｛大学｝，「インフルエンザ」であ
れば｛注射｝｛痛い｝｛鳥｝｛感染｝｛タミフル｝
のように書き出し，1 万語程度を目標に収集
する．次に，収集した表現に対して Web 検索

を行い，語彙（名詞）と収集表現間の共起度
などを調査して関連性を探る．例えば「マー
チ」を検索すると，ほとんどが｛車｝に関す
る結果となり，｛行進曲｝などは少ない．こ
のことからJaccard係数などを利用して関連
性の強さを数値化することで印象の傾向を
探る．また「インフルエンザ」のように検索
しても印象表現が結果に表れない場合もあ
る（主に最新情報や治療法が結果に表れる）
ので，どうすれば印象表現を含む検索結果と
なるのかを調査する． 
 
(3) Web テキストからの印象情報獲得法の提
案と知識ベースの構築 
Web テキストの傾向は，「小さいおサイフケ

ータイ」「ケータイは軽いのが一番」「ケータ
イ電話」など，係り受け関係，あるいは意味
的共起関係にあることが予想される．そこで，
共起関係からの概念構築手法や，分野連想語
獲得手法などの研究成果を応用し，テキスト
から意味的共起関係を抽出・解析することで
印象情報を獲得する手法を提案する．この手
法を印象知識構築エンジンとして実装し，
Web テキストからの知識ベース構築を実施す
る． 
 

(4) 曖昧な表現における意図理解への応用
に向けた印象知識の有用性評価 
例えば“ケータイが大きい”の場合，主体

語「ケータイ」の印象「小さい」「軽い」な
どと，対象語「大きい」との違いを検出する
ことによって<不評>など意図の取得が可能
になると考えられる．そこで，この違いの有
無を主体語と対象語の関連度を計測するこ
とで取得する手法を研究する．また，印象知
識の有用性確認のため，関連度取得手法を評
価する．具体的には質問応答や感性コミュニ
ケーションへの応用を念頭に置き，評判情報
や感性検索へ関連度取得手法を適用するこ
とで評価する． 
 
 
４．研究成果 
(1) 語彙と複数の印象情報，その関係を紐付
ける辞書構造の開発  
まず，一般的な索引語の格納形式であるト

ライ構造と，その効率的なデータ構造である
ダブル配列の研究成果を活用し，語彙と印象
を全て索引語として辞書に保存する手法を
考案した．次に，索引語同士を紐付けるため
に，共起情報を効率よく格納する辞書構造の
研究成果を発展させ，複数の索引語に関係す
る情報を，付属情報として保存できる構造を
考案した．この手法は，紐付けられた索引語
群の相互検索を可能にするとともに，辞書サ
イズを抑える工夫を施すことで，登録される
情報の増加に対処された構造となっている．
また，この辞書構造を実現する登録・検索エ
ンジンのプロトタイプを開発した．  
プロトタイプを用いて，提案する辞書構造



の評価をおこなった．結果を図１，図２に示
す．対象手法には従来の共起情報を格納する
辞書に，提案辞書構造と同様の相互検索に必
要な情報を付与したものを使用した．図１は
辞書容量の比較結果であるが，登録キー数が
増加するほど効率よく格納できていること
がわかる．また，図２は索引語に紐付けられ
た印象情報を全て取り出す際の検索速度の
比較結果であり，対象手法と同等の速度を維
持していることがわかる． 
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図１　容量の比較結果  

0

10

20

30

40

50

10,000 50,000 100,000

対象手法
提案手法

キー数

時間(ms)

図２　検索速度の比較結果  
 

(2) 語彙から受ける印象情報収集とWebテキ
ストにおける傾向の調査 
人手による印象情報の収集を実施し，約３

万表現を収集した．表１に収集した印象情報
の例を示す．収集した印象情報には，連想す
る表現として「ケータイ」に対する「小さい」
「軽い」「電話」など，係り受けや共起関係
にあると考えられるものの他，「WEB」「ポケ
ット」など，直接的な関係がわかりにくいも
のや，｢カメラ｣「電卓」など別の語から「ケ
ータイ」を連想するなど向きがあるもの，な
どの特徴が見られた． 
この収集した印象情報について，語彙と印

象の組み合わせで主にマイクロブログを Web
検索し，得られたテキストを調査した．語彙
と印象の組み合わせによっては検索結果を
得られない場合も存在した．マイクロブログ
では現在話題の事柄がより多く拡散する，つ
まり検索結果を得られやすい傾向にあるた
め，結果を得られない組み合わせは印象とし
て適切ではないと考えられる． 

 
 
(3) 大規模テキストからの印象情報獲得法
の考案と知識ベースの構築 
収集した印象情報とWebテキストの調査を

もとに，共起関係からの概念構築手法の研究
成果や分野連想語獲得手法の研究成果を応
用して，印象情報獲得法を考案した． 
手法は起点となる語彙からWebテキストを

取得し，多属性照合技術を用いて関連する印
象情報を抽出する．ここで，抽出した印象情
報を起点にさらに Web テキストを取得し，印
象情報を抽出することで，元の語彙に対する
印象情報を拡充する． 
このプロセスが予想以上に時間を要する

こととなったため，小規模知識として観光地
名から受ける印象を利用した評価表現の収
集，知識ベース化をおこない，印象知識獲得
法の評価をおこなった．図３に獲得した印象
情報の精度を示す．特に再現率が高いことか
ら，漏れなく収集できていると考えられるた
め，効率のよい知識構築手法が実現できてい
るといえる． 
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図３　印象情報の精度  

表１ 印象情報の収集例 

語彙 印象情報 

イヤリング 

アクセサリー，ピアス，
痛い，疲れる，落とす，
無くす，かわいい，ファ
ッション，おしゃれ，綺
麗，キラキラ，女性 

カメラ 

写真，携帯電話，ケータ
イ，スマートフォン，現
像，ビデオ，フラッシュ，
レンズ，アルバム，写メ，
フィルム 

コウノトリ 鳥，白い，綺麗，幸せ，
野生，黒 

たけのこ 里，美味しい，中華，八
宝菜，きのこの山，竹 

ドライブ 自動車，車，遠出，気晴
らし，回転 

流行 
ファッション，髪型，言
葉，人気，インフルエン
ザ，風邪，トレンド 

 



 
(4) 意図理解への応用に向けた印象知識の
有用性評価 
“ケータイが大きい”の場合の主体語「ケー
タイ」と対象語「大きい」との関連度を計測
する手法を考案した．関連度は「ケータイ」
の印象「小さい」「軽い」などを次元に対応
させたベクトルを生成する．「大きい」も同
様にベクトルを生成し，両者の類似度から計
測する．関連度が高いと似た印象を持つこと
になるため，ベクトル成分の類似性を基に意
図の取得ができる． 
関連度取得手法を評価するため，印象情報

獲得法を利用して楽曲名から受ける印象を
小規模知識ベースとして構築し，印象語との
関連度から楽曲の検索を試みた．知識ベース
構築，検索の過程では楽曲のサウンド情報は
全く用いていないので，語彙から受ける印象
の検索への応用ともなっている． 
表２は，楽曲名に対する印象付与精度を示

している．良好な結果を得られているため，
印象付与の対象が制限されることなく，印象
情報獲得法の応用性が期待できる．また，図
４は印象をもとに楽曲検索し，提示(推薦)さ
れた結果の満足度(５段階評価)を示してい
る．良好な結果であることから，関連度取得
法の有用性が示せたといえる． 
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図４　検索結果の満足度
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表２ 印象付与の精度 

楽曲 件数 正解数 精度(%) 

1 189 163 86.2 

2 245 180 73.5 

3 133 123 92.5 

4 419 354 84.5 

5 114 102 89.5 

6 89 81 91.0 

7 249 169 67.9 

8 107 94 87.9 

9 139 134 96.4 

10 61 53 86.9 

合計 1745 1453 83.3 

 


